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◇ ９月末現在、事故発

生件数は７９件で、

もらい事故を含める

と１０８件！ 

◇ 昨年度と比較すると

約３割の増加であ

り、近年、最も多か

った平成１７年度の

事故発生件数も上回

っている！！ 

◇事故の概要［道路維持作業］ 

台風接近の影響で車道に垂れ下がった竹

の伐採作業を行うため、規制車を路肩に駐車

して路肩規制を実施しようとしたところ、サ

イドブレーキが甘く規制車が動き出した。 

作業員が動きに気がつき、あわてて規制車

に乗り込んで制止しようと試みたが、車線を

横切って反対側の法面下に転落した。 

△事故の原因 

台風の接近という状況下で気持ちに焦り

もあったと思われるが、基本的行為を怠った

運転手のうっかりミスが原因であった。 

一向に減らない事故 事故発生件数７９件！！（速報値）
《平成１９年度上半期 直轄請負工事等事故の発生状況》 
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ち ょ っ と し た 不 注 意 で 規 制 車 が 逸 走 ・ 転 落 ！ ！ 
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☆事故防止対策（案） 

駐車の際は、サイドブレーキをしっかり引

く、ギアをバック・ロー（又はパーキング）

に入れる、車止めをする、ハンドルを路肩側

にきる等の基本的行為を徹底する。 

《お願い》 

過去に発生した事

故の教訓を生かし、

小さなミスも疎かに

せず、より一層の事

故防止に努めて下さ

い。 

月別発生事故件数（累計）

反対車線に通行車両

が来れば大惨事！！ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草 刈 り機 による飛 び石 事 故 が発 生 しています！！ 

◇事故事例［道路維持作業］ 

中央分離帯の除草作業において、肩掛け式草刈り機を使用して除草を行っていたところ、飛

散防護具（h=700、W=1800）を飛び越えて石が飛散し、路線バス側面の窓ガラスを破損した。

幸いにも乗客およびバス運転手に怪我人は出なかったが、重大事故に繋がるものであった。

破損ガラス

《草刈り機の回転刃の交換例》 

〔アタッチメントの交換で可能〕

 

草刈り機 

ロータリーハサミ方式

回転刃 

バリカン方式 

《飛散防護具の大型化例》 

大型飛散防護ネット 

☆類似飛び石事故に対する事故防止対策例として、 

《飛散防護具の大型化》･･･跳ね石が飛散防護具を飛び越えないよう大型化を図る。 

《草刈り機の回転刃の交換》･･･草刈り機の回転刃を跳ね石の少ないロータリーハサミ方式や

バリカン方式への交換等が考えられる。 

さらに、作業員自身が油断せずに、いつでも事故が起こり得るといった認識を常に持って、

注意を払いながら作業に接するよう心がける。


